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■題字「とくしま県議会だより」：四国大学との包括連携協定に基づく事業により同大学文学部書道文化学科の学生さんに書いていただきました。

●可決・同意された議案
○令和２年度補正予算
                 

　
○条例の改正 ( 15 件)
　・職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正　など
○契約案件 ( 2 件)　
○人事案件 ( 3 件)
●可決された意見書 (1件)

・米国軍用機の低空飛行中止を求める意見書

　令和２年４月30日、国の新型コロナウイルス感染症緊急経済対
策に呼応した県の補正予算を速やかに審議するため、臨時会が招集
されました。
　知事から、「緊急支援フェーズ」として編成された４月補正予算
（一般会計４月補正予算規模：330億円）が提案され、原案どおり可決
しました。
　また、新型コロナウイルス対策に危機感を持って対応する必要が
あることから、「防災対策特別委員会｣の付議事件に「感染症対策に
関する調査」を追加し、名称も｢防災・感染症対策特別委員会｣へ変更
しました。
　そのほか､｢新型コロナウイルス感染症から地方の生活と経済を
守るための対策強化に関する意見書」を議員提出し、可決しました。

4月臨時会の概要

令和２年４月17日・５月27日

　開会日には、新型コロナウイルス感染防止緊急対策を柱とした６月補
正予算などが提案され、感染症に強い徳島の創造や、ダム運用の進化によ
る治水対策の強化などの重要課題について、所信が述べられました。
　さらに、閉会日には、国の第二次補正予算に即応した新型コロナ対策緊
急対応として補正予算が追加提案されました。
　代表・一般質問では、新型コロナウイルス感染症に関し、県の予算措置、
雇用の維持・確保や事業者への支援等の経済対策、医療・検査体制の充実、
人権侵害への対応、ひとり親家庭やＤＶ被害者への支援、農畜水産物の
生産者支援、教育環境の整備等について、そのほか、消費者行政・消費者
教育の推進、道路の整備促進などについて論議しました。
　今定例会では、「米国軍用機の低空飛行中止を求める意見書」を議員提
出し、可決しました。また、知事提出議案23件を原案どおり可決・同意し
ました。

令和２年
６月15日～７月６日6月定例会の概要 会

期

・一般会計 ( 3 件）／補正予算額は302億2,773万 3 千円の
増額及び 20億5,824万 6 千円の減額で、補正後の予算は、
5,467億6,292万 5 千円

主な審議の結果

新型コロナウイルス感染症に係る対策の強化について
知事へ緊急要望

　県議会の全会派が、知事に対し、新型コロナウイルス
感染症対策に係る要望を行いました。

　緊急事態宣言が全国に発令された翌４月17日には、
医療体制の強化や、学校休業に対する支援など、新型コ
ロナウイルス感染症への迅速な対応について要望を行
い、５月27日には、県民の命と生活を守りながら、県内
経済を確かな回復基調へ導くため、既決予算の積極活
用を含む、緊急の要望を再度行いました。

　要望事項は、４月臨時会での補正予算や６月補正予算
へ反映され、総額624億円の対策予算を可決しました。

　県議会としては、引き続き、新たな国難である新型コ
ロナウイルス感染症の拡大防止と県内経済の回復に向
け、全力を傾注してまいります。

提出議案や各議員の表決態度については
県議会ホームページに掲載しています。
徳島県議会　定例会の概要 検 索
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症
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３
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方
創
生
臨
時
交
付
金
に

よ
り
、
一
人
一
台
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感
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ど
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取
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県
医
師
会
と
連
携
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、
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ラ
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の
検
査
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。

歯
科
医
師
も
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と
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た
研
修
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で

人
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の
確
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と
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図
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。
ま
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、
医
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検
査
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の
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等
を
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る
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
に
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主
な
質
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す
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。
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局
の
答
弁

問

問問

問

問

●総務委員会 
　公安委員会関係では、高齢運転
者の交通事故防止対策、あおり運
転の厳罰化について、そのほか、
新型コロナウイルス感染症に関し、
未来創生文化部関係では、スポー
ツ団体等の活動状況、児童養護施設
のオンライン学習支援について、経
営戦略部・監察局関係では、補正予
算の追加編成について、政策創造部
関係では、移住施策についてなど、
それぞれ質疑や提言がありました。

●文教厚生委員会 �
　新型コロナウイルス感染症に関
し、保健福祉部・病院局関係では、
今後の感染拡大に備えた対応、生
活福祉資金貸付制度の周知や窓口
の体制強化について、教育委員会
関係では、オンライン教育環境の
整備、県立学校生のＪＲ利用状況
調査と臨時バスの運行について、
そのほか、総合寄宿舎等における
衛生対策についてなど、それぞれ
質疑や提言がありました。

●地方創生対策特別委員会
　ターンテーブルに関し、運営状
況等の成果検証、ＷＩＴＨ・コロ
ナを見据えた今後の取り組み、当
施設を核とした県産品の販売強化
等について、質疑がありました。
そのほか、とくしま応援割と連携
した徳島の食のＰＲ、新型コロナ
ウイルス感染症対策での３密回避
に関し、海水浴場でのガイドライ
ンやマラソン大会での基準などに
ついて、質疑や提言がありました。

●防災・感染症対策特別委員会�
　新型コロナウイルス感染症に関
し、県内６例目感染者への対応、４
月補正予算計上事業の進捗状況、入
院受入病床の確保等医療提供体制の
整備や広域医療連携等について、質
疑がありました。そのほか、勝浦川
の堆積土砂対策、土砂災害の現状と
対策、とくしまシェイクアウト ( 県
民一斉防災行動訓練 ) の概要、災害
時の電気・通信の確保などについて、
質疑や提言がありました。

●経済委員会 
　労働委員会関係では、労働相談
の状況と体制の強化について、商
工労働観光部関係では、ＷＩＴＨ・
コロナ「新生活様式」導入応援助
成金や雇用調整助成金の利用促進、
企業誘致の取り組み、秋の阿波お
どりの実施について、農林水産部
関係では、ターンテーブルの運営
状況と今後の取り組み、外来生物
による被害と対策についてなど、
それぞれ質疑や提言がありました。

●県土整備委員会
　県土整備部関係では、建設工事
従事者の就労環境の改善に向けた
計画の策定、新広域道路交通ビジョ
ン・計画の策定について、企業局
関係では、駐車場事業における運
営方針の検討状況について、危機
管理環境部関係では、新型コロナ
ウイルス感染症県内６例目感染者
への対応、危機管理調整費の執行
状況、避難所運営についてなど、
それぞれ質疑や提言がありました。

●消費者・環境対策特別委員会 
　本県の風力発電の稼働及び計画
進捗状況、勝浦町・那賀町・海陽
町など県南２カ所の風力発電事業
計画に係る環境影響評価、発電量
に占める火力発電の割合、温室効
果ガス排出抑制への取り組みにつ
いて、質疑がありました。そのほか、
レジ袋有料化に伴うマイバッグ持
参率の向上、ＳＮＳを活用した消
費生活相談などについて、質疑や
提言がありました。

●次世代育成・少子高齢化対策特別委員会�
　保育所等入所待機児童の状況及
び待機児童解消に向けた県の取り
組み、企業主導型保育施設の現状
と県の対応、保育の必要性の認定
要件、ひとり親家庭子育て応援事業
について、質疑がありました。その
ほか、コロナ禍における高齢者施設
の状況、児童虐待の状況及び児童相
談所の職員体制、中学・高校総体等
の中止に伴う対応などについて、質
疑や提言がありました。

常任委員会 特別委員会6月定例会委員会の概要

(2)とくしま県議会だより



支
援
給
付
金
制
度
が
創
設
さ
れ
る
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
生
活
困
窮

者
が
増
え
て
い
る
。
生
活
保
護
制

度
の
弾
力
的
な
運
用
を
自
治
体
に

助
言
す
る
と
と
も
に
、
た
め
ら
わ

ず
に
申
請
し
て
ほ
し
い
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
県
民
に
発
信
す
べ
き
。

　
　

今
後
と
も
、
受
給
者
の
権

利
保
護
や
個
々
の
状
況
に
応
じ
た

柔
軟
な
支
援
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
さ
ら
に

充
実
し
、
制
度
周
知
に
努
め
る
。

ム
の
導
入
に
加
え
、
施
設
内
感
染

を
想
定
し
た
事
前
準
備
を
進
め
る
。

　
　

イ
ベ
ン
ト
自
粛
等
で
花
き

需
要
が
低
迷
し
、
苦
境
に
あ
る
花

き
産
地
の
維
持
に
向
け
、
生
産
振

興
と
需
要
回
復
の
支
援
が
必
要
と

考
え
る
が
、今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　　

全
国
知
事
会
を
通
じ
た
提

言
で
、
交
付
単
価
が
大
幅
に
引
き

上
げ
ら
れ
た
国
交
付
金
の
利
用
促

進
を
図
る
。
ま
た
、「
県
産
花
き
の
需

要
喚
起
応
援
事
業
」
に
よ
り
、
Ｐ
Ｒ

展
示
等
を
行
い
需
要
回
復
を
図
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
、
休
業
要
請

を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
の
検
証
を

山や
ま

田だ　
豊ゆ

た
か

（
日
本
共
産
党
）

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
外
出

自
粛
等
で
飲
食
業
を
中
心
に
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
。
全
国
で
唯
一
、

事
業
者
へ
の
休
業
要
請
を
行
わ
な

か
っ
た
検
証
を
早
期
に
行
う
べ
き
。

答　
本
県
の
状
況
と
国
の
方
針

に
照
ら
し
、
法
に
基
づ
く
休
業
要
請

で
は
な
く
、
県
を
ま
た
ぐ
移
動
の

自
粛
や
県
外
客
に
ご
遠
慮
い
た
だ

く
対
応
の
徹
底
を
お
願
い
し
、
感

染
を
最
小
限
に
食
い
止
め
て
き
た
。

　
　

県
有
施
設
は
事
業
者
へ
の

家
賃
免
除
が
行
わ
れ
た
が
、
民
間

で
は
、
家
賃
を
支
払
え
な
い
事
業

者
や
貸
主
も
深
刻
な
状
況
が
続
い

て
い
る
。
民
間
施
設
に
お
い
て
も

テ
ナ
ン
ト
へ
の
家
賃
支
援
を
。

答　
テ
ナ
ン
ト
料
の
減
免
等
を
促

す
た
め
、
国
が
不
動
産
所
有
者
へ
の

支
援
策
を
実
施
。
ま
た
、
全
国
知
事

会
か
ら
提
言
の
結
果
、
新
た
な
家
賃

配
信
を
開
始
。
新
た
な
地
域
の
通

い
の
場
の
創
出
支
援
等
、生
活
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
施
策
を
展
開
す
る
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

に
伴
い
、
休
業
や
人
員
整
理
等
に
よ

り
経
済
的
困
窮
が
増
し
て
い
る
ひ

と
り
親
家
庭
の
現
状
は
深
刻
な
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
ど
の
よ

う
に
支
援
体
制
を
強
化
す
る
の
か
。

答  

給
食
食
材
納
入
事
業
者
等
か

ら
購
入
し
た
県
産
食
品
を
希
望
家
庭

に
無
償
配
布
。
子
育
て
等
の
不
安
解

消
の
た
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ※

※

に
よ
る
相
談
や

情
報
提
供
等
、
支
援
を
強
化
す
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
学
校
に

お
け
る
読
書
活
動
の
推
進
を

元も
と

木き

章あ
き

生お

（
徳
島
県
議
会
自
由
民
主
党
）

　
　

子
ど
も
達
の
読
書
離
れ
は

深
刻
で
あ
り
、
健
全
な
育
成
や
学

力
向
上
の
た
め
、
学
校
図
書
館
の

電
子
化
等
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ※

5

を
活
用
し
た

読
書
活
動
の
推
進
を
図
る
べ
き
。

答　
県
立
図
書
館
の
電
子
書
籍

閲
覧
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
、
県
立

学
校
の
全
児
童
生
徒
が
自
分
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
利
用
す
る

「
県
立
学
校
電
子
図
書
館
」
を
、

７
月
中
開
始
を
目
途
に
準
備
す
る
。

　
　
「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
対
応

し
つ
つ
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
が

必
要
と
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
、
施
設
等
に
対
し
ど

の
よ
う
な
支
援
を
行
う
の
か
。

答  

職
員
の
負
担
軽
減
や
感
染
リ

ス
ク
低
減
に
資
す
る
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面
会
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
や
業
務
管
理
シ
ス
テ

取
の
重
要
性
を
周
知
・
啓
発
す
る
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
状
況
下
に
お

い
て
、
Ｄ
Ｖ
相
談
件
数
が
増
加
し

て
い
る
。
民
間
支
援
団
体
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
機
関
と
の
連
携
を

含
め
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答　
電
話
相
談
を
24
時
間
化
し
、

積
極
的
に
広
報
を
実
施
。
ま
た
、

自
治
体
・
警
察
・
民
間
団
体
等
関

係
機
関
の
連
携
を
強
化
し
、
き
め

細
や
か
な
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
地
方
創
生
の

ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
す
べ
き

須す

み見
一か

ず
ひ
と仁

（
徳
島
県
議
会
自
由
民
主
党
）

　
　

全
国
に
先
駆
け
ｅ
ス
ポ
ー

ツ※
3

に
取
り
組
ん
で
い
る
本
県
は
、

さ
ら
に
産
学
民
官
と
広
く
連
携
し
、

先
進
的
な
取
り
組
み
を
展
開
す
る

等
、ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
地
方
創
生
の
ツ
ー

ル
と
し
て
大
い
に
活
用
す
べ
き
。

答　
８
月
中
旬
に
５
日
間
連
続
で

「
オ
ン
ラ
イ
ン
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
知
事

杯
」
を
開
催
。
今
回
の
取
り
組
み

に
よ
る
成
果
等
を
分
析
し
、
全
国

規
模
の
大
会
へ
と
成
長
さ
せ
た
い
。

　
　

加
齢
に
よ
る
心
身
の
活
力

低
下
を
予
防
す
る
フ
レ
イ
ル
対
策

は
、
高
齢
者
の
健
康
維
持
や
い
き

が
い
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
非
常
に

重
要
だ
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　
運
動
・
栄
養
・
口
腔
機
能
・

社
会
参
加
の
維
持
向
上
を
目
的
と

し
た
フ
レ
イ
ル
予
防
の
動
画
作
成
、

問

答

一
般
質
問

問問

問問問

問 問問

問

答

　県議会のホームページでは、本会議の
模様を生中継及び録画配信しています。
　議場における各議員の質問の様子を映
像と音声で見聞きすることで、議論され
ている県政の課題をより身近に感じてい
ただけます。
　パソコンのほか、スマートフォンやタブレット端末
でも見ることができますので、是非ご覧ください。
　なお、代表・一般質問の前日に、質問項目と要旨（予
定）をホームページに掲載しています。

　県議会では、目の不自由な方に、
県議会の活動をより知っていただ
くため、「県議会だより」の録音版

（カセット・ＣＤ）を発行していま
すが、今年度から新たに点字版も
はじめました。
　ご希望の方は、次のところへご連絡ください。

　連絡先／障がい者交流プラザ　視聴覚障がい者支援センター
　　         徳島市南矢三町 2 丁目 1-59（徳島科学技術高等学校前）
　　         TEL：088－631－1400

　なお、県議会ホームページに、県議会だよりのPDF版に加え、音声
版も掲載していますので、ご利用ください。徳島県議会　インターネット中継 検 索

インターネットで
議会中継が見られます

県議会だより「点字版」を
はじめました

※1【スマートライフ】
　新型コロナウイルスの感染拡大
を防ぐために、一人ひとりが感
染防止の 3つの基本である
　　①身体的距離の確保
　　②マスクの着用
　　③手洗い
　や、３密（密閉、密集、密接）を
避ける等の対策を取り入れた新
しい生活様式。

※3【ｅスポーツ】
　「エレクトロニック・ス
ポーツ」の略。広義には、
電子機器を用いて行う娯
楽、競技、スポーツ全般
を指す言葉であり、コン
ピューターゲーム、ビデ
オゲームを使った対戦を
スポーツ競技として捉え
る際の名称。

※2【オンデマンド配信】
　あらかじめ専用のサーバ
に蓄積されている動画
ファイルにアクセスする
ことにより、利用者がい
つでも好きなときに好き
な動画を視聴することが
できる配信方式。

※4【ＳＮＳ】
　「Socia l  Network ing 
Se r v i ce」の略で、参加者
が共通の興味、知人など
をもとに様々な交流を図
ることができるよう、個人
間の交流を支援するイン
ターネットのサービスのこ
と。

※5【 ＣＴ】
　「 In fo rmat ion  and  
Commun i c a t i o n s  
Technology」の略で、
情報や通信に関する技
術の総称のこと。

用
語
解
説

とくしま
スマートライフ宣言

～「新しい生活様式」を取り入れた「感染症に強い徳島」づくり～～

(3) とくしま県議会だより
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■題字「とくしま県議会だより」：四国大学との包括連携協定に基づく事業により同大学文学部書道文化学科の学生さんに書いていただきました。

●可決・同意された議案
○令和２年度補正予算
                 

　
○条例の改正 ( 15 件)
　・職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正　など
○契約案件 ( 2 件)　
○人事案件 ( 3 件)
●可決された意見書 (1件)

・米国軍用機の低空飛行中止を求める意見書

　令和２年４月30日、国の新型コロナウイルス感染症緊急経済対
策に呼応した県の補正予算を速やかに審議するため、臨時会が招集
されました。
　知事から、「緊急支援フェーズ」として編成された４月補正予算
（一般会計４月補正予算規模：330億円）が提案され、原案どおり可決
しました。
　また、新型コロナウイルス対策に危機感を持って対応する必要が
あることから、「防災対策特別委員会｣の付議事件に「感染症対策に
関する調査」を追加し、名称も｢防災・感染症対策特別委員会｣へ変更
しました。
　そのほか､｢新型コロナウイルス感染症から地方の生活と経済を
守るための対策強化に関する意見書」を議員提出し、可決しました。

4月臨時会の概要

令和２年４月17日・５月27日

　開会日には、新型コロナウイルス感染防止緊急対策を柱とした６月補
正予算などが提案され、感染症に強い徳島の創造や、ダム運用の進化によ
る治水対策の強化などの重要課題について、所信が述べられました。
　さらに、閉会日には、国の第二次補正予算に即応した新型コロナ対策緊
急対応として補正予算が追加提案されました。
　代表・一般質問では、新型コロナウイルス感染症に関し、県の予算措置、
雇用の維持・確保や事業者への支援等の経済対策、医療・検査体制の充実、
人権侵害への対応、ひとり親家庭やＤＶ被害者への支援、農畜水産物の
生産者支援、教育環境の整備等について、そのほか、消費者行政・消費者
教育の推進、道路の整備促進などについて論議しました。
　今定例会では、「米国軍用機の低空飛行中止を求める意見書」を議員提
出し、可決しました。また、知事提出議案23件を原案どおり可決・同意し
ました。

令和２年
６月15日～７月６日6月定例会の概要 会

期

・一般会計 ( 3 件）／補正予算額は302億2,773万 3 千円の
増額及び 20億5,824万 6 千円の減額で、補正後の予算は、
5,467億6,292万 5 千円

主な審議の結果

新型コロナウイルス感染症に係る対策の強化について
知事へ緊急要望

　県議会の全会派が、知事に対し、新型コロナウイルス
感染症対策に係る要望を行いました。

　緊急事態宣言が全国に発令された翌４月17日には、
医療体制の強化や、学校休業に対する支援など、新型コ
ロナウイルス感染症への迅速な対応について要望を行
い、５月27日には、県民の命と生活を守りながら、県内
経済を確かな回復基調へ導くため、既決予算の積極活
用を含む、緊急の要望を再度行いました。

　要望事項は、４月臨時会での補正予算や６月補正予算
へ反映され、総額624億円の対策予算を可決しました。

　県議会としては、引き続き、新たな国難である新型コ
ロナウイルス感染症の拡大防止と県内経済の回復に向
け、全力を傾注してまいります。

提出議案や各議員の表決態度については
県議会ホームページに掲載しています。
徳島県議会　定例会の概要 検 索

選 挙

県 議 会 知 事

議会日程 ※日程は予定であり、
　変更する場合があります。

令和 2年 9月定例会の日程
9 月 7 日 …………………常任委員会
9 月 9,10日………………特別委員会
9 月11日 …………………本会議（開会）
9 月16日 …………………本会議（代表質問）
9 月17,18日 ……………本会議（一般質問）
9 月24,25,28,29日 ……常任委員会
9 月30日,10 月 1 日 ……特別委員会
10 月 7 日 ………………本会議（閉会）

県民の要望を
県政に反映させます。

投票で議員を選びます。

県の仕事やお金の使い方などを決定します。

県の仕事やお金の使い方などを提案します。

投票で知事を選びます。

県政に対する
要望を伝えます。
（請願・陳情）

県政に対する
要望を伝えます。

●この広報紙は、新聞折り込みによりお届けしてい
ます。また、市役所､町村役場、総合県民局、県合同
庁舎、県庁ふれあいセンター及び県議会事務局で
もお渡ししています。

●応募方法：はがき、電子メール又はファクシミリでクイズの答え、住所、氏名、
電話番号、「とくしま県議会だより」についての感想を記入の上、
次の宛先までお送りください。 

●応 募 先：〒770-8570（住所記入不要）
　　　　　　　徳島県議会事務局　政策調査課 
　　　　　　　メールアドレス ： gikaijimukyoku@pref.tokushima.jp
　　　　　　　ファクシミリ ： 088-655-2530
●締　　切：令和2年9月30日（水）消印有効
　　　　　　（当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます。）

県議会議員は、○○の代表として△△により選ばれた人たちで、
よりよい徳島県にするためにさまざまな活動をしています。
○○と△△には何が入るでしょうか。

正解者の中から抽選で10名様に、「徳島県産あきさかり」
（5㎏）と県立近代美術館常設展ペア入場券をセットにして、
プレゼントいたします。

※お寄せいただいた個人情報は、プレゼントの送付とそれに係る業務のみに利用します。

Q

県 民

本 会 議

本 会 議

【提供】
全国農業協同組合連合会
徳島県本部

徳島県産あきさかり（5㎏）　
徳島県の奨励品種で、
ほどよい粘りと
ほのかな甘みが
特徴です。
令和元年産米の
食味ランキングに
おいて2年連続の

「特Ａ」評価を受け
ました。

①国民・知事　　②県民・選挙　　③市民・市長

※ご応募は、お一人につき１通までとさせていただきます。

県民のために
仕事を進めます。

県立近代美術館常設展
ペア入場券

10名様に
 プレゼント!

県議会は、県民の代表として選挙で選ばれた県議会議員が集まり、
県民の声を県政に反映させ、よりよい徳島県にするために話し合いを
するところです。

議決
・条例（県政に必要な決まり）の制定・変更・廃止を決定します。
・予算（県政に必要なお金の使い方）を決定します。

調査 
・県の仕事が県民のために行われているかを調べます。

同意
・知事が、副知事や教育長など県の重要な地位に就く人を
任命する場合には、議会の同意が必要です。

意見書の提出
・県民の声を国政に反映させるため、国会や国の
行政機関に意見書を提出します。

請願の審議
・請願（県政についての県民からの意見や要望）を
審議し、必要と判断したものは県政に反映させ
ます。

県議会ではこのような仕事をしています

県議会のしくみ
(4)とくしま県議会だより


